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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その生態系サービスの視点で見た場合の環境保全技術の既往の評価手法における課題として，
「既往の水質・生物等のモニタリングデータに基づく評価は，食料供給や水質浄化等の供給サービス及び調整サービスのみの評価となり，過小評価となっている．」
という点が挙げられます．

また技術的にも，
生態系サービスには文化的サービス等の非利用価値があるため，代表的な評価手法（表明選好法）としてＣＶＭが利用されることが多いのですが，
そのＣＶＭによる評価額の信頼度はシナリオの設計や調査方法に強く依存し不安定です．
また，ＣＶＭによる評価では複数のサービスを評価するは困難です．
さらにＣＶＭでは，サービスの価値に自然環境・社会環境の状態が十分考慮されていないため，自然環境・社会環境に対する対策を導くことができません．

加えて，地域の特性・ニーズに応じてサービス間の価値の重み及び自然環境・社会環境は異なるにもかかわらず，その違いが整理できていないため，特性を評価に適切に反映できていません．
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